
（別紙３）

～ 令和8年4月14日

（対象者数） 4 （回答者数） 3

～ 令和8年4月7日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

小集団で積み上げた成果が発表できる場を設け、こども達の

自信につなげていきたい。

2

一度出来ても期間が空くと出来なくなる事もあり、繰り返し

取り組む様にしている。また個別対応が必要な児童と集団対

応が必要な児童の対応を認識しながら取り組んでいる。

3

気になることを気軽に話し合い、保護者と情報を共有しなが

ら支援する体制を構築していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

日頃から関係機関等の情報収集を行い共有する機会を設け

る。

2

日頃からの関わりを大切にし、協賛しているイベントに出し

物や出店等をして、事業所として参加出来る場を検討してい

く。

3

○事業所名 メルシー中野

○保護者評価実施期間
令和8年4月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年4月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

関係機関との交流が少ない。 関係機関との情報共有機会が不定期になっている。

地域社会との関わりが少ない。 近隣施設と交流する機会が出来ていない。また協賛はしている

がイベント等に参加出来ていない。

母体のスポーツクラブのインストラクターと連携し、全員参加

が出来る運動プログラムを提供。定期的に母体のスポ－クラブ

(テニスコート、フットサルコート、スタジオ、トレーニング

ルームetc)を使用して運動を行っている。また施設を利用して

いる地域のこども達とも交流する機会を設けている。

毎日小集団（全員）で行うプログラムがあり、固定化しないよう定

期的にプログラム内容を変更している。また年齢の幅が広いので、

他児との関わりを運動から習得できるように取り組んでいる。また

年齢の高いこどもから年齢の低いこども達に運動で学んだ事を伝え

てもらい経験を積んでいる。運動が苦手なこどもに対しては工作等

のプログラムを提供している。

毎日小集団（全員）で行うプログラムの前に、個別での日常生

活の指導や訓練を実施している。（課題等を個々に用意）

保護者やこども達と目標を立てながら、出来た喜びを自信につ

なげている。また個別で行う事で、その日の体調や気持ちに合

わせて臨機応変に内容の変更もしている。また一対一が苦手な

こどもに対しては臨機応変に対応している。

当日の様子を保護者に口頭で伝えれるよう、余裕を持った送迎

体制を整えている。

連絡帳にて詳しくその日の様子を報告。また個々にラインにて

普段の様子の情報発信とSNSでの情報発信を同時に行ってい

る。

事業所における自己評価総括表(児童発達支援）公表


